
「私のおすすめ」

「苦しかったときの話をしようか」
この本はUSJの業績をV字回復させた森岡毅さんが、長女が大学生の時に卒業後の仕事に漠然と
悩んでいるのを見て書いた本です。
やりたいことがわからないのは自分のなかの軸が見えていないから。
本質的に悩むべきなのは「就職先」ではなくてキャリア。キャリアにとって重視すべきは「軸」。
そして、軸はたいてい自分の好きなことが強みとなり軸となると書いてあります。他にも子ども
に対してこんなアドバイスが出来たら良かったなと思うようなことがたくさん書いてあります。
自分の強みを見つける自己診断テストなどもあり、これから社会人になる学生だけでなく全ての
働く人にとって参考になる心強いメッセージだと感じる本です。 （文：神山）

税理士法人 アミック＆パートナーズ　　代表社員

『雑感』
サッカーW杯の開催国・カタールは人口の9割が他の国から来た労働者。国が丸ごと出
稼ぎ労働者の上に成り立っています。いわゆるカタール人は1割ほどで、彼らには税金や
公共料金の負担はないそうです。贅沢な天然資源を背景にした特殊事情ではありますが、
少子高齢化により労働人口の減少が今後ますます深刻化する我が国からすれば、なんとも
羨ましい話です。政策移民まで議論され始めましたが、経済の衰退が進めば「稼げない
国」に来る人はいなくなります。少子化に歯止めをかけ、スタートアップ企業が増えるよ
うな施策が早急に必要ではないでしょうか。
1月に入って私達の業界は繁忙期です。年末から年初にかけての「年末調整」。これは、
国からすれば非常に助かる制度です。民間企業が国の為に税金を賦課、徴収する日本独自
の制度であります。よその国の税務当局幹部は羨むそうです。しかし、企業が代行してい
るにも拘わらず、怠ったり間違えたりすれば罰せられる。完璧にこなすのが当然という前
提で、なんとも不思議でなりません。
一生懸命頑張って高額の収入を得ている人。しかし、社会保障など各種減免措置は当然
のように所得制限という差別によって対象外です。頑張って稼ぐことが悪であるかのよう
な風潮が根強いなら国に活力など生まれません。税金は社会の会費です。社会の会費を多
く払っている事実はもっと称賛されても良いのでは。インボイス制度や電子帳簿保存法の
話題がようやく一般事業者から聞こえるようになってきました。この制度はすべての事業
者に大きな負担がかかります。また増税が始まります。この制度の準備は早いに越したこ
とはありません。

当社サイトでは税制改正や各種セミナー情報、職員ブログ等の様々なコンテンツを取りそ

ろえております。
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